
科目名 開講時期 開講学年 必修/選択 単位 時間 

総合臨床実習Ⅱ 前期 4年 必修 8単位 360ｈ 

担当教員名 メールアドレス オフィスアワー 
◎遠藤悠介，  
 吉松竜貴， 
 河江敏弘， 
杉山聡 

yusuke.endo@tohto.ac.jp 
tatsuki.yoshimatsu@tohto.ac.jp 

toshihiro.kawae@tohto.ac.jp 
satoshi.sugiyama@tohto.ac.jp 

各担当教員より提示される 

授業の概要 
総合臨床実習Ⅱは、臨床実習指導者（理学療法士）の指導・監督の下で病院内の患者症例に対して必要な検査
測定を実施し、評価、ゴール設定、治療プログラム立案、治療、再評価までの理学療法の全過程を体験する機
会として設定されるものである。また、リハビリテーション職種との関わりだけでなく、多職種の医療専門家
とコミュニケーションを通じてチーム医療を理解する。加えて、理学療法に関わる周辺業務や医療職者として
ふさわしい態度や礼節を学ぶための機会でもある。実習期間は 8週間であり、実習前後に実施するオリエンテ
ーションおよび実習終了後の実習報告も本科目に含まれる。 

キーワード 到達目標 
臨床実習、 

診療参加型実習、 

検査測定・ゴール設定 

治療プログラム立案 

臨床推論、 

社会性 

＜臨床実習全体の目標＞ 
① 学内で学習した知識・技術を現場での実践を通して更に高めること。 
② 理学療法評価と理学療法の実践に関わる臨床的思考に触れること。 
③ 医療従事者としての礼節・態度・コミュニケーション能力を養うこと。 
＜本科目の行動目標＞ 
① 指導者の助言を仰ぎながら、他部門との情報交換ができる。 
② チーム医療の必要性を認識することができる。 
③ 臨床実習指導者とともに問題点を抽出し、理学療法の適応について判断できる。 
④ 臨床実習指導者とともに短期ゴール、長期ゴールを設定することができる。 
⑤ 治療プログラムに関する目的、技術等の基本的知識がある。 
⑥ 治療におけるオリエンテーションと動機付けができる。 
⑦ 基本的な治療（技術）を実施できる。 
⑧ 指導者の助言を仰ぎながらリスクへの配慮、管理ができる。 
⑨ 臨床実習指導者の行う症状にあわせた治療プログラム変更を理解できる。 
⑩ 臨床実習指導者の行う治療結果や経過に合わせたプログラム変更を理解できる。 

学習内容 
• 実際の医療現場において、医療スタッフの一員として適切な礼節・態度で過ごす。 
• 体験を通じて、全ての理学療法業務を主体的に学ぶ。 
• 実際の患者症例に対する評価・治療プログラム立案・治療を経験する。 
• 臨床実習指導者とのコミュニケーションを通じて、理学療法士の臨床推論の思考過程を学ぶ。 
• 必要に応じて、学習・体験した内容を文書化し、省察する。 
• 実習後には客観的臨床能力試験（OSCE）を実施し、実習の振り返りや自己の課題について取り組む。 

受講要件 
① 総合臨床実習Ⅰの単位を修得していること。  
② 理学療法学演習 II-2（科目試験として客観的臨床能力試験を実施)の単位を修得していること。 

評価 
レポート その他 合計 

0％ 実習報告（経過報告含む）、総評、出席票等の提出物 
100％ 100％ 

教員からのメッセージ 
本実習は、３年次までに学習した理学療法専門科目、臨床実習での知識、技能、経験を十分に発揮させる必要
があります。各疾患に対する評価や治療の技術を正確に実施するためには、これまでの学習を再度復習・理解
し、実習に臨むことが重要です。 


